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論文の要旨及び判定理由 
ライフスタイルは人々の健康に関連する。特定の対象集団ではライフスタイル因子は無
作為に分布しているのではなく因子同士が組み合わさりライフスタイルパターンを形成
していることが知られている。 
本研究は女性看護職を対象としたJapan Nurses’ Health Study(JNHS)の 27,370のデー
タを対象にライフスタイル項目の主成分分析を行い5つのライフスタイルパターンを特定
した。さらに多重回帰モデル解析によりライフスタイルパターンと対象女性の特性の関係
を調査した。結婚歴のある女性は、「バランスの良い食事パターン」、｢がん予防パター
ン｣、｢薬剤多利用パターン｣と正の関係を示した。出産歴のある女性は、「バランスの良
い食事パターン」、｢がん予防パターン｣との関連を示した。一方、離別女性、がんの家族
歴のある女性、がんあるいは婦人科疾患の既往のある女性では、｢不健康パターン｣と有意
な関連を認めた。｢薬剤多利用パターン｣は、助産師、結婚歴のある女性、35-39歳の女性、
がんあるいは婦人科系疾患の既往のある女性で関連を認めた。 
以上より、本論文はライフスタイルを5つの特定パターンに分類し、かつ女性ヘルスケ
アの習慣も含めたライフスタイルパターンと対象女性の特性を明らかにしたものであり、
今後の疫学研究に寄与するものと認められ、博士（保健学）の学位に値するものと判断し
た。 
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